
2024

No.670
1月
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世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

２８７（＋１）
４４０（－１）
２２９（－１）
２１１（±０）
274.22k㎡
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― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

主な内容

修学奨励金制度の目的
　教育の機会均等を図るため、高等学校、高等専門学校、
大学、大学院及び専修学校に進学もしくは在学する者に修
学奨励金を貸与し、有用な人材を育成することを目的とし
ています。

修学奨励金の貸与額
大学および大学院　　月額25,000円以内
高校および専修学校　月額20,000円以内

貸与の申請について（申請期日令和6年4月15日(月)
　貸与希望の方は、申請用紙等をお渡ししますので、電話
で教育委員会までご連絡ください。

貸与の決定およびその後の手続きについて
　奨学生選考委員会の選考により認められたときは貸与決
定の通知をします。その後、契約書を作成していただき、7
月ごろから貸与開始となります。

償還について
　償還とは、在学期間中に貸与（貸付）を受けた総額を卒
業1年後から返還していただくことです。この償還金は、後
輩の皆さんの修学奨励金として活用されます。なお償還開
始後、本人および保護者が村外に転出する場合は、残額を
即時一括償還しなければなりません。

お問合わせ先　

上北山村教育委員会
TEL.2-0066

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【1月31日】
・県村民税 第4期
・国民健康保険税 第7期
・後期高齢者保険料 第7期



　新年あけましておめでとうございます。村民の皆様におかれましては、令和６年の新年を健やかにお迎
えのこととお慶び申し上げます。年頭にあたり、上北山村議会を代表いたしまして謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。
　また、日頃より村議会へのご理解と議会活動に対しまして格段のご支援・ご協力を賜り議員一同厚く
お礼申し上げます。
　元日に石川県能登半島でマグニチュード7.6の地震が発生し、広域な地域で甚大な被害が発

生しております。お亡くなりになった方 に々心より哀悼の意を表しますとともに、被災された方 に々お見舞い申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、ウクライナ情勢等の影響による原油価格・原材料費の高騰、食料価格等の高止まりとなる
など村民生活にも大きな影響があった１年でもありました。また、新型コロナウイルスが感染症法上の２類から５類へ変更され、
日常生活を回帰する目途が立ちました。
　一方で、少子高齢化への対応、山村振興対策、地域経済の活性化、移住定住の推進、デジタル化など多くの課題
についても、執行機関と互いに村政発展のために取り組んで参りたいと存じます。
　村民の皆様には、一層のご指導とご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また村内においては、昨年５月には大台ヶ原マラソン、７月にはふるさと上北夏祭り、９月にはヒルクライム大台ヶ原など多く
の行事が、コロナ前に近い規模での開催をすることができました。
　１０月には和佐又ヒュッテを新たにグランドオープンさせることができました。
　世界遺産「大峯奥駆道」への登山基地として年間数多くの登山者に親しまれることを期待しております。
　今年の干支は、「甲辰（きのえ・たつ）」です。「甲（きのえ）」は、物事に対して耐え忍ぶ状態を表すとともに、生命や物
事の始まり、成長も意味します。「辰」は十二支の中でも唯一の空想上の生き物「龍」のことであり、その文字は「振るう」
という文字に由来しており自然万物が振動し、草木が成長して活力が旺盛になる状態を表します。
　本年が、村民の未来を拓く素晴らしい一年となりますこととともに、飛躍ある一年なりますことを心からご祈念申し上げ、新年
のご挨拶とさせていただきます。

上北山村議会議長　岩本　泉治

“村民の皆様へ　年頭ご挨拶”
　　　　　　　　　　　　　令和6年元旦
　あけましておめでとうございます。新春を迎え、本来ならばお祝いから始めたいところですが、新年
早々、能登半島での震度7の地震・津波が発生し、たくさんの方が被害にあわれました。お亡くな
りになられた方 の々ご冥福をお祈りし、また被災されました皆様に心からお見舞いを申し上げます。

　さて、昨年は内憂外患の度合いが深まった年であったように思います。混迷が進む世界情勢のなか、国のかじ取り役は
責任重大であり苦労が絶えぬと拝察いたしますが、願わくば国民の幸せが上昇していく方向へ導いていただきたいと願ってい
ます。
　それでは令和６年度の抱負や計画を申し上げます。
　①和佐又ヒュッテについて、キャンプ運営にとどまらず各種イベントを企画し運営基盤の強化を図ると同時に、フォレスト
かみきたとの連携を強め、村の賑わい作りを図ってまいります。②今期も冬の大台ヶ原モニターツアーを行い、“東の大台ヶ原、
西の和佐又”というキャッチコピー・グランドデザインをさらに推し進めていきます。③林道白川又線災害復旧工事箇所から
の先線を整備し、このエリアの利用について具体的な方策を立てて参りたいと考えます。④白川～河合間対岸道路について、
早期開通を目指します。⑤移住定住者を対象とした村営住宅整備事業について、原口団地に2戸新築する予定で、令
和6年度中の完成を目指します。また、西原地区からの要望もあり、この地区での住宅建築を検討して参ります。また、既
存の村営住宅の改修事業について令和6年度の完了を目指し、住環境の整備に努めて参ります。⑥やまゆり学園校舎に
ついて、本年度中に改修計画をたて、令和7年度の完成を目指します。⑦小型水力発電設備の検討を行って参ります。⑧
スクールバス・コミュニティバスの路線再編・ダイヤ改正後の新たな運行に対する課題について見直しを行って参ります。⑨
健民グラウンドの再整備について、村内住民の利用を想定し、老朽化した設備の撤去・新設とともに、芝生公園化する
方針で事業を進めて参ります。⑩区長要望について、主意に沿うべく実施して参ります。
　その他、今後も上北山村の賑わいを作り上げていくという基本理念のもと、地道に取り組んでいきたいと思います。
　村民の皆様におかれましては、どうか昨年同様お力を賜りますよう重ねてお願い申し上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。

上北山村長　山室　　潔

謹んで新年のご挨拶を申し上げます
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■
小
松
議
員

問
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

　   

境
譲
与
税
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
こ
の
税
の
趣
旨
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能

は
地
球
温
暖
化
防
止
の
み
な
ら

ず
、
国
土
の
保
全
や
水
源
の
涵

養
等
国
民
に
広
く
恩
恵
を
与
え
、

適
切
な
森
林
の
整
備
等
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
国

土
や
国
民
の
生
活
を
守
る
こ
と

に
繋
が
る
一
方
で
、
所
有
者
の

境
界
が
わ
か
ら
な
い
森
林
の
増

令
和
5
年

12
月 
定
例
村
議
会

　
12
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、

2
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

加
、
担
い
手
の
不
足
等
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
平

成
３０
年
５
月
に
森
林
経
営
管
理

法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
目
標
や
、
災
害
防
止
等

を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
等
に

必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
３１

年
３
月
に
森
林
環
境
税
及
び
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律

が
成
立
し
、
森
林
環
境
税
・
森

林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

森
林
環
境
税
は
令
和
６
年
度

か
ら
個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠

組
み
を
用
い
て
国
税
と
し
て
１

人
年
額
１
千
円
を
市
町
村
が
賦

課
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
市
町
村

に
よ
る
森
林
整
備
の
財
源
と
し

て
、
令
和
元
年
度
か
ら
市
町
村

と
都
道
府
県
に
対
し
て
、
私
有

林
人
口
面
積
、
林
業
就
業
者
数

及
び
人
口
に
よ
る
客
観
的
な
基

準
で
譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
に
譲
与
さ
れ
た
額
は
、

合
計
で
１
億
３
千
４
７
２
万
７
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
主
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
天
皇
陛
下
御
即

位
の
記
念
植
樹
事
業
、
令
和
２

年
度
は
森
林
整
備
に
伴
う
排
水

施
設
の
修
理
等
、
令
和
３
年
度

は
和
佐
又
山
で
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

の
作
成
、
令
和
４
年
度
は
森
林

フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
の
作
業
用
モ
ノ

レ
ー
ル
の
設
置
、
令
和
５
年
度

は
執
行
中
な
の
で
詳
し
い
こ
と

は
確
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

過
去
４
年
間
の
事
業
項
目
は

３７
項
目
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
が

森
林
整
備
の
準
備
作
業
で
あ
っ

た
り
、
林
道
の
補
修
、
ま
た
、

林
務
に
関
わ
る
人
件
費
、
木
材

普
及
啓
発
の
た
め
の
製
材
所
を

再
稼
働
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
令
和
６
年
度
は
ど
う
い
っ
た

事
業
展
開
を
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
を

し
て
き
ま
し
た
基
金
は
、
ど
う

さ
れ
る
の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

答
村
長

　

初
め
に
、
森
林
環
境
税
及
び
森

林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
の
公
益

的
機
能
を
保
全
し
、
地
球
温
暖
化

の
抑
制
や
国
土
、
水
源
の
維
持
、

国
民
に
対
す
る
豊
か
な
利
益
を
も

た
ら
す
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
適
切
な
森
林
の
整
備
が

国
土
や
国
民
生
活
を
守
り
、
同
時

に
所
有
者
の
不
明
確
な
境
界
や
担

い
手
不
足
な
ど
の
課
題
に
も
対
処

す
る
た
め
の
措
置
で
す
。

　

次
に
、
従
来
の
取
組
と
結
果
に

つ
い
て
、
過
去
４
年
間
は
、
森
林

境
界
明
確
化
を
進
め
、
森
林
所
有

者
を
確
定
す
る
な
ど
、
森
林
整
備

に
係
る
準
備
作
業
、
森
林
整
備
に

不
可
欠
で
あ
る
林
道
等
の
災
害
防

止
に
係
る
林
道
網
の
整
備
、
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
人
件
費
、
大

学
や
地
域
団
体
等
々
連
携
を
も
っ

た
木
材
普
及
啓
発
な
ど
に
活
用

し
、
そ
の
結
果
、
森
林
の
保
全
と

地
域
の
課
題
に
対
処
す
る
一
助
と

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、

引
き
続
き
森
林
境
界
明
確
化
作

業
、
林
道
の
整
備
、
林
政
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
、
大
学
や
地
域
団
体

等
と
連
携
を
も
っ
た
木
材
普
及
啓

発
等
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
展
開
で
す

が
、
防
災
対
策
や
環
境
保
全
、
和

佐
又
山
な
ど
を
活
用
し
た
子
供
に

向
け
た
森
林
教
育
、
水
資
源
の
水

源
林
の
保
全
に
向
け
た
森
林
の
取

得
な
ど
、
過
去
の
経
験
と
課
題
を

踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
で
地
域
全

体
に
貢
献
す
る
事
業
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
と
の
協
力
や
意
見

交
換
を
通
じ
て
、
地
域
に
適
し
た

施
策
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
事

業
に
備
え
つ
つ
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
使
途
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
地
域
社
会
を
守
り
、
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

一
般
質
問
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■
福
西
議
員

問
子
供
は
村
の
宝
～
結
婚
・

　   
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
～

　

質
問
に
先
立
ち
、
先
の
９
月

の
定
例
会
に
お
い
て
、
防
災
士

の
取
得
に
つ
い
て
質
問
・
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
去

る
１１
月
３０
日
に
上
北
山
村
消
防

団
分
団
長
会
議
で
こ
の
旨
を
説

明
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

取
得
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み

込
ん
だ
こ
と
を
高
く
評
価
し
つ

つ
、
今
後
も
ど
う
ぞ
、
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　

　

そ
れ
で
は
、
結
婚
・
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
日
本
で
は
出
生
数
・

婚
姻
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
２
３
年
１
月
～
６
月
の
出
生

数
は
２
０
０
０
年
以
降
最
少
と

な
っ
て
お
り
、
出
生
数
の
先
行

指
標
と
な
る
婚
姻
数
は
過
去
最

低
水
準
で
出
生
減
が
一
段
と
進

ん
で
い
ま
す
。

　

政
府
は
、「
結
婚
し
た
い
」「
子

供
を
持
ち
た
い
」
と
願
う
す
べ

て
の
人
の
希
望
が
か
な
っ
た
時
に

実
現
す
る
「
希
望
出
生
率
」
を

「
１．８
」
と
想
定
し
政
策
目
標
に

掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
２
０
２
２

年
の
日
本
の
出
生
率
は
過
去
最

低
の
「
１．２６
」
に
落
ち
込
み
反
転

の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
少
子
化
・
人
口

減
少
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、

令
和
５
年
４
月
に
「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
が
創
設
さ
れ
、
大
人
中

心
の
社
会
か
ら
「
こ
ど
も
真
ん

中
社
会
」
に
変
え
る
各
種
指
針

や
改
定
法
が
施
行
準
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
出
生
数
・

婚
姻
数
の
減
少
問
題
は
さ
ら
に

深
刻
で
あ
り
、
２
０
２
２
年
度

の
出
生
数
・
婚
姻
数
は
い
ず
れ

も
０
人
・
０
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
村
に
お
い
て
は

ど
の
市
町
村
に
も
負
け
な
い
よ

う
な
手
厚
い
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
０
歳
か
ら
１８
歳
ま

で
医
療
費
全
額
助
成
や
毎
年

１０
万
円
支
給
、
婚
姻
に
対
し
て

も
、
結
婚
お
祝
い
金
、
結
婚
定

住
奨
励
金
補
助
な
ど
多
数
あ
り

ま
す
が
、
本
村
の
子
育
て
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

国
や
県
の
政
策
や
動
き
を
捉
え

つ
つ
主
体
的
・
積
極
的
・
前
の
め

り
に
な
っ
て
子
供
政
策
の
拡
充

を
実
現
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

少
子
化
の
進
行
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
は
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
希
望
を
持
ち
、

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
２
点
お
伺
い
致
し
ま

す
。

①
少
子
化
の
要
因
で
あ
る
未
婚

化
は
人
口
減
少
に
繋
が
り
、
地

域
経
済
に
も
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
本
村
で
は
、
２
０
２
０

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２

期
上
北
山
村
総
合
戦
略
」
に
お

い
て
、
「
重
要
業
績
評
価
指
標
」

２
０
２
４
年
度
の
目
標
値
と
し

て
、
新
規
結
婚
数
「
２
組
」
出

生
数
「
２
人
」
と
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
目
標
の
達
成
に
資
す

る
事
業
と
し
て
「
出
会
い
の
サ

ポ
ー
ト
支
援
事
業
」
と
し
て
、

未
婚
者
を
対
象
に
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
出
会
い
の
機
会
を

創
出
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　

行
政
で
後
押
し
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
県
の
支
援
事
業
・
近
隣
町

村
・
民
間
と
も
連
携
し
、
目
標

達
成
に
向
け
て
多
様
な
支
援
の

実
施
を
し
て
頂
き
た
い
で
す
が

今
後
の
展
開
を
お
伺
い
致
し
ま

す
。

②
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
に
伴

う
自
治
体
向
け
の
調
査
で
、
こ

ど
も
政
策
の
指
令
塔
部
局
・
総

合
調
整
部
局
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
は
全
体
の
約
３
割
、
こ

ど
も
家
庭
庁
の
設
置
に
あ
わ
せ

て
組
織
編
制
を
検
討
す
る
自
治

体
が
約
２
割
、
こ
ど
も
政
策
に

関
わ
る
関
係
部
局
を
集
め
た
会

議
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は

約
７
割
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
は
「
こ
ど
も

の
視
点
・
子
育
て
当
事
者
の
視

点
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
ま

す
が
、
本
村
で
は
現
在
、
ど
の

よ
う
に
子
育
て
当
事
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
政

策
に
反
映
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
て
い
く
の
か
お
伺
い
致
し

ま
す
。

問
村
の
自
主
財
源
の
確
保
～

　    

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
～

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

２
０
０
８
年
５
月
か
ら
地
方
税
法

改
正
に
よ
り
導
入
開
始
か
ら
１５

年
が
経
ち
９
，
６
５
４
億
円
と
過

去
最
高
で
１
兆
円
に
せ
ま
る
規
模

の
市
場
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
過
熱
す
る
返
礼
品

競
争
を
う
け
、
総
務
省
は
寄
附

額
に
対
し
て
返
礼
品
の
調
達
費
３

割
以
下
、
経
費
全
体
を
５
割
以

下
の
地
場
産
品
と
す
る
よ
う
厳

し
い
基
準
が
本
年
１０
月
に
新
た

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
参
加
型
・
体
験
型
あ
る
い

は
自
治
体
連
携
・
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
に
よ
る
各
自
治

体
の
創
意
工
夫
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て

は
、
２
０
２
０
年
度
４
１
８
件
１
，

０
１
６
万
６
千
円
、
２
０
２
１
年

度
８
４
３
件
１
，
６
１
１
万
９
千

円
、
２
０
２
２
年
度
１
，
０
６
７

件
１
，
５
６
６
万
３
千
円
と
吉
野

郡
内
で
も
受
入
額
は
上
位
に
位
置
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し
、
返
礼
品
に
関
し
て
も
地
域
の

特
産
品
以
外
に
「
大
台
ヶ
原
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
」
や
「
木
和
田
テ
ラ

ス
体
験
」
な
ど
魅
力
的
な
参
加
・

体
験
型
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て

お
り
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
北
山

村
・
下
北
山
村
・
上
北
山
村
の
三

村
協
議
会
に
お
い
て
、
意
見
交
換

会
で
両
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
と
、
２
０
２
２

年
度
の
受
入
件
数
・
納
税
寄
附
額

は
、
北
山
村
約
６
６
，
０
０
０
件
・

９
億
７
千
万
円
、
下
北
山
村
約
２
，

０
０
０
件
・
７
千
２
百
万
円
と
お

聞
き
し
、
上
北
山
村
に
も
ま
だ

ま
だ
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
２
点
お
伺
い
致
し
ま

す
。

　

①
国
の
交
付
税
依
存
体
質
の

中
で
、
本
村
の
２
０
２
２
年
度
歳

入
に
お
け
る
自
主
財
源
率
は
２４．４
％

で
繰
越
歳
入
を
除
く
村
税
・
寄

附
金
で
は
７．１
％
と
低
く
、
ふ
る
さ

と
納
税
は
自
主
財
源
を
補
完
す

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
人

数
を
か
け
村
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

事
業
者
と
行
政
、
村
民
が
一

緒
に
返
礼
品
を
開
発
す
べ
く
新

し
い
組
織
・
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

な
ど
、
受
入
額
・
返
礼
品
の
拡
大
・

発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

②
村
の
事
業
や
取
り
組
み
に
対
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
っ
て
い

く
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

「
事
業
者
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
新
た
な
手
法

を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

事
業
の
見
え
る
形
で
生
か
さ
れ
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
本
来

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
、
ふ
る

さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
方
の

純
粋
な
思
い
が
社
会
に
還
元
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

是
非
検
討
す
べ
き
で
は
と
思
い

ま
す
が
ご
見
解
を
お
伺
い
致
し
ま

す
。

問
村
の
情
報
発
信
～
ホ
ー
ム

　   

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
～

問　

　

近
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普

及
な
ど
、
情
報
に
触
れ
る
手
段

も
多
様
化
し
情
報
が
あ
ふ
れ
て

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
だ
け

で
は
情
報
を
う
ま
く
伝
え
る
こ

と
が
困
難
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

様
々
な
分
野
の
多
岐
に
わ
た

る
村
の
情
報
を
発
信
す
る
に
は
、

伝
え
た
い
相
手
や
内
容
・
時
期

な
ど
色
ん
な
条
件
を
加
味
し
、

広
報
媒
体
を
駆
使
し
、
発
信
方

法
も
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
本
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
来
年
２
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
す
。

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
２
つ

の
役
割
が
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
村
民
に
正
し
い

情
報
を
「
早
く
」
「
わ
か
り
や

す
く
」
「
効
果
的
に
」
伝
え
る

こ
と
、
行
政
施
策
の
情
報
や
、

社
会
生
活
に
必
要
な
情
報
、
災

害
情
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

こ
れ
ら
の
情
報
発
信
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
や
利
用
促
進
、

必
要
な
手
続
き
の
遂
行
、
必
要

な
行
動
を
促
す
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
村
外
の
あ
ら
ゆ

る
方
々
に
上
北
山
村
の
魅
力
を

幅
広
く
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

他
の
地
域
の
方
に
上
北
山
村

の
魅
力
が
伝
わ
る
こ
と
で
、
交

流
・
関
係
人
口
を
獲
得
す
る
こ

と
に
も
繋
が
り
、
特
に
、
観
光

文
化
・
移
住
定
住
・
ふ
る
さ
と

納
税
の
３
つ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
、
村
の
今
後
の
発
展
に

大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
２
点
お
伺
い
致
し
ま

す
。

①
今
現
在
、
本
村
の
よ
う
な
地

方
は
ネ
ッ
ト
活
用
の
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
の
中
に
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

非
常
に
多
く
の
資
源
を
持
っ

た
本
村
で
は
、
単
に
観
光
名
所

や
特
産
物
だ
け
で
は
な
く
、
例

え
ば
時
間
の
捉
え
方
や
暮
ら
し

方
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
地
方
独
特

の
感
覚
す
ら
も
「
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
（
移
住
定

住
・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
い
う
非
常
に

魅
力
的
な
資
源
に
も
な
り
ま
す
。

　

村
の
顔
と
な
る
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
で
、
是
非
こ
の
よ
う
な
コ
ン

テ
ン
ツ
が
組
み
込
ま
れ
る
よ
う

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
頂
き

た
い
で
す
が
、
１２
月
現
在
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
状
況
を
お
伺
い
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
「
ネ
ッ
ト
を
ど
れ
だ
け
う

ま
く
活
用
で
き
る
人
材
が
多
く

い
る
の
か
」
が
地
域
経
済
活
動

を
大
き
く
左
右
す
る
と
考
え
ま

す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
針
や
体
制
で
更
新
等
展
開
さ

れ
て
い
く
の
か
お
伺
い
致
し
ま

す
。

②
総
務
省
の
令
和
４
年
版
情
報

通
信
白
書
で
は
、
８８．６
％
の
世
帯

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
生
活
の
一

部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
端
末
の
種
類
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
６８．５
％
、
パ
ソ
コ
ン
４８．１
％
と

な
っ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
ネ
ッ
ト
接
続
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加

え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
な
ど
を
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活
用
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

た
情
報
発
信
に
新
た
な
取
り
組

み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頂
き
た

い
と
考
え
ま
す
が
ご
見
解
を
お

伺
い
致
し
ま
す
。

答
村
長

　   

結
婚
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

①
ま
ず
、
結
婚
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
、
「
第
２
期
上
北
山
村
総

合
戦
略
」
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
促
進
支
援
事
業
の
項
目

に
お
け
る
村
の
現
在
の
状
況
で
す

が
、
新
規
結
婚
数
５
件
、
出
生

数
８
人
、
義
務
教
育
学
校
在
籍

児
童
生
徒
数
９
人
と
い
う
状
況
で

す
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
「
重
要
業
績

評
価
指
数
」
達
成
に
資
す
る
主

な
事
業
と
し
て
、
結
婚
祝
い
金

支
給
事
業
、
結
婚
定
住
奨
励
支

給
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
合
わ
せ

て
１
０
５
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

次
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
支
援
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
、
昨
今
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
昨
年
度
ま
で
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
が
実
施
で
き
な
い
状
況

で
し
た
が
、
こ
の
５
月
に
５
類
へ

の
移
行
し
、
よ
う
や
く
大
台
ヶ
原

マ
ラ
ソ
ン
、
ふ
る
さ
と
上
北
夏
祭

り
、
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
台
ヶ
原
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
村
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
、
村
内
以
外
の
方
々
と
出
会
い

が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
和
佐
又
山
に
お
い

て
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
出
会
い
の
実
現
に

は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
奈
良
県
に
よ
る
と
、
女

性
活
躍
推
進
課
が
設
置
し
て
い
ま

す
「
な
ら
結
婚
応
援
団
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
応
援
団
員
ま

た
は
、
地
域
の
団
体
等
が
主
催
す

る
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
お
り
、
本
村
も
そ
れ
ら

を
見
習
い
な
が
ら
、
フ
ォ
レ
ス
ト

か
み
き
た
、
和
佐
又
ヒ
ュ
ッ
テ
、

大
台
ヶ
原
な
ど
を
利
用
し
た
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
の
実
施
等

を
模
索
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

②
２
点
目
の
質
問
で
す
が
、
最
初

に
子
ど
も
と
行
政
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
と
、
保
健
福

祉
課
で
は
、
妊
娠
さ
れ
る
と
母
子

手
帳
の
交
付
時
に
保
健
師
が
面
談

を
行
い
、
困
り
ご
と
な
ど
の
聞
き

取
り
支
援
を
行
い
、
ま
た
、
妊

婦
健
診
に
よ
る
助
成
金
を
支
給
し

な
が
ら
、
出
産
ま
で
の
状
況
を
把

握
し
て
参
り
ま
す
。　

　

出
産
は
、
村
外
の
医
療
機
関
で

さ
れ
ま
す
が
、
新
生
児
か
ら
３
歳

半
ま
で
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
本

村
の
診
療
所
医
師
の
も
と
で
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
保
健
師
が

常
に
状
況
を
把
握
し
、
子
育
て
の

相
談
に
も
対
応
し
て
お
り
、
必
要

時
に
は
や
ま
ゆ
り
保
育
園
と
も
連

携
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
に
入
っ
て
か
ら
は
、
や

ま
ゆ
り
保
育
園
で
の
保
育
を
通

し
、
保
育
士
に
よ
り
子
ど
も
達
へ

の
健
全
発
達
を
促
し
、
こ
こ
で
も

必
要
時
に
は
保
健
師
と
連
携
を
と

り
、
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
０
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
の
子
ど
も
に
関
し
て
は
、

保
健
師
と
や
ま
ゆ
り
保
育
園
の
保

育
士
が
密
接
に
連
携
し
情
報
共

有
を
図
り
、
問
題
、
相
談
等
の

解
決
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
就
学
期
に
な
る
と
、
や

ま
ゆ
り
学
園
で
の
保
育
・
小
中
一

体
型
の
一
貫
教
育
体
制
、
ま
た
、

学
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り
、
子
育
て
世

代
の
「
子
育
て
」
と
「
仕
事
」

の
両
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
課
で
は
「
ふ
る

さ
と
定
住
促
進
条
例
」
に
よ
る

子
供
子
育
て
支
援
金
や
児
童
手

当
等
の
支
給
事
務
、
児
童
虐
待
等

へ
の
対
策
、
要
保
護
児
童
対
策
業

務
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
三
課
に
渡
り
、
多

く
の
職
員
が
関
わ
り
、
多
く
の
目

で
見
守
り
な
が
ら
、
常
に
相
談

体
制
や
職
員
間
で
の
連
絡
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
当
事
者
の
ニ
ー

ズ
把
握
に
つ
い
て
、
平
成
２７
年
か

ら
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
来
年
に
は
第

３
期
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中

に
お
い
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
予

定
で
す
。
さ
ら
に
は
、
第
３
期
子

ど
も
子
育
て
支
援
計
画
に
則
り
事

業
展
開
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

答
村
の
自
主
財
源
の
確
保
～

　  

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
～

　

①
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
村
を

含
め
、
何
処
の
自
治
体
に
お
い
て

も
今
や
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
温
泉
利
用

券
や
入
漁
券
、ま
た
、Ｎ
Ｆ
Ｔ
ア
ー

ト
作
品
を
返
礼
品
と
す
る
等
、

今
ま
で
幾
度
も
検
討
を
行
い
、
現

在
に
お
い
て
も
、
大
台
ヶ
原
に
関

す
る
も
の
を
は
じ
め
、
滝
見
学
と

苔
観
察
、
大
台
ヶ
原
ナ
イ
ト
ハ
イ

ク
の
体
験
割
引
券
、
木
和
田
テ
ラ

ス
の
利
用
割
引
券
等
を
返
礼
品
と

し
て
登
録
す
る
た
め
、
総
務
省
に

申
請
中
で
す
が
、
納
税
額
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
数
年
、
大
幅
な
伸
び

が
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
す
。

　

事
業
者
と
行
政
、
村
民
が
一

緒
に
返
礼
品
を
開
発
す
る
新
し

い
組
織
・
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
議
員
の
ご
提
案
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
受
入
額
・
返
礼
品

の
拡
大
、
ま
た
、
発
展
さ
せ
る

た
め
の
、
非
常
に
有
益
な
取
り
組

み
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
組
織
づ
く
り
に
は
、
事

業
者
、
行
政
、
村
民
の
三
者
が
、
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対
等
な
立
場
で
協
議
し
、
意
見

を
反
映
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
事
業
者
や
村
民
を
対

象
と
し
た
意
見
交
換
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
返
礼
品
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
集
め

る
の
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
返
礼
品
は
地
域
の
魅
力

を
活
か
し
た
質
の
高
い
も
の
を
提

供
し
、
同
時
に
情
報
発
信
も
積
極

的
に
行
い
、
本
村
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
返
礼
品

開
発
の
専
門
家
を
招
き
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
取
組
を
行
っ
て
も

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

他
の
自
治
体
で
開
発
委
員
会
を

設
立
し
、
事
業
者
、
行
政
、
住

民
が
参
画
し
、
月
１
回
程
度
会
議

を
行
い
、
返
礼
品
の
内
容
や
品
質

の
向
上
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
実
態
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
今
後
参
考
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
事
業

者
、
村
民
の
皆
様
に
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入
額
、

返
礼
品
の
拡
大
・
発
展
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

②
村
の
事
業
や
取
組
に
対
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
募
っ
て
い
く
「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
や
「
事

業
者
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
と
い
う
新
た
な
手
法
を

取
り
入
れ
る
と
い
う
ご
提
案
で
す

が
、
近
年
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
も
増
え
て
お
り
、
自
治
体
が

地
域
の
課
題
解
決
や
事
業
の
推
進

の
た
め
に
活
用
す
る
例
も
出
て
き

て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
額
を
増
や
す
た
め
に

は
、
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
村

の
ど
の
よ
う
な
事
業
、
ま
た
事
業

者
で
活
用
で
き
る
か
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納

税
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
サ
イ
ト
を
運
営

し
て
い
る
企
業
と
幾
度
か
話
し
合

い
を
行
い
、
現
在
、
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

単
に
資
金
を
集
め
る
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
課
題
や
魅
力
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
村
民
や
ふ
る
さ
と

納
税
者
の
参
加
意
識
を
高
め
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
に
は
、
十
分
な
情
報

発
信
や
広
報
活
動
も
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
ま
た
村
の
魅
力
や
取

り
組
み
を
的
確
に
伝
え
、
多
く
の

人
々
が
関
心
や
支
援
意
欲
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

事
業
者
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

ド
に
関
し
て
も
、
地
域
の
事
業
者

の
協
力
や
支
援
を
得
な
が
ら
、
村

全
体
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た

取
り
組
み
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
の

導
入
に
は
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
村
と
し
て
は
、
是
非

こ
れ
を
取
り
入
れ
、
村
の
課
題
解

決
や
事
業
の
推
進
に
繋
が
り
、
村

民
の
皆
様
が
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し

を
送
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
利
用
で
き
る
事
業
や

取
り
組
み
に
関
し
て
、
慎
重
か
つ

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

答
村
の
情
報
発
信
～

　  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
～

①
今
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
必
要
不
可
決
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
現
代
の
生

活
に
お
い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

村
に
お
い
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ

の
配
信
に
よ
り
、
村
の
情
報
を
簡

単
に
早
く
村
民
の
皆
様
に
お
伝
え

で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。　

　

現
代
の
情
報
化
社
会
の
中
で
よ

り
多
く
の
方
に
村
の
情
報
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
村
へ
の
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
村

の
顔
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
今
後
の
村
に
大
き

く
影
響
す
る
も
の
と
し
て
し
っ
か

り
認
識
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
現

在
の
イ
メ
ー
ジ
や
検
索
な
ど
と

い
っ
た
点
は
、
間
違
い
な
く
か
な

り
改
善
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
内
容
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
挙
げ

ら
れ
る
情
報
が
何
よ
り
重
要
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
後
、
掲

載
内
容
や
、
情
報
提
供
な
ど
の
役

場
全
体
で
の
関
わ
り
方
が
必
要
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
担
当
課
や

担
当
職
員
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
村

の
情
報
が
多
く
の
人
に
届
い
て
い

る
の
か
、
ま
た
は
一
人
で
も
多

く
の
方
に
届
け
る
の
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に

意
識
し
な
が
ら
村
の
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
反
映
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
で
す

が
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
協
力
い

た
だ
け
る
村
民
の
方
や
団
体
に
も

お
声
が
け
を
行
い
、
村
の
暮
ら
し

方
な
ど
の
記
事
を
載
せ
る
な
ど
、

行
政
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
幅

広
く
村
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
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け
る
内
容
を
発
信
で
き
る
取
組
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

村
民
の
方
や
団
体
に
も
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
委
託
業
務
の
中

で
は
職
員
の
研
修
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
全
て
の
職
員
が
村
の
情
報

発
信
へ
の
意
識
を
持
ち
つ
つ
更
新

作
業
を
常
に
実
施
で
き
れ
ば
、
内

容
も
充
実
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
多
く
の
方
に
注
目
さ
れ
村
の
魅

力
や
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
、
村
の
顔
と
し
て
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
生
活
で
の
正
確

な
情
報
を
伝
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
村
外
に
村
の
魅
力
、
田

舎
暮
ら
し
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
魅
力

を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
で
関

係
人
口
と
し
て
、
そ
の
先
の
移
住

定
住
に
も
繋
が
る
も
の
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
状
況

は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
等
の
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
決
め
つ
つ
、
移
行
作
業

と
併
せ
て
内
容
を
精
査
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
移
行
ペ
ー
ジ
の
確

認
、
仮
運
用
を
経
て
、
２
月
に

は
公
開
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま

す
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
、

様
々
な
ア
プ
リ
や
機
能
が
追
加
さ

れ
て
日
常
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
軽
に
情
報
を
入
手
で
き
る
な

ど
様
々
な
こ
と
で
活
用
で
き
る
便

利
な
道
具
と
し
て
多
く
の
方
に
利

用
さ
れ
て
お
り
、
村
と
し
て
も
積

極
的
に
情
報
発
信
な
ど
を
利
用
す

る
こ
と
で
広
く
広
報
で
き
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
情
報
が
溢
れ
る

今
の
世
の
中
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
う
ま
く
利
用
で
き
る
と
こ
ろ

が
、
多
く
の
人
か
ら
注
目
さ
れ
た

り
、
来
訪
が
増
え
た
り
し
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

村
の
公
式
な
も
の
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
イ
ン
ス
タ
と
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
配
信
し
て
い
る
程
度
で
あ

り
、
村
公
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
に

つ
い
て
は
、
役
場
職
員
で
対
応
を

し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
発

信
す
る
情
報
の
入
手
す
ら
も
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
思
う
よ
う

に
発
信
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
今
後
は
、
担
当
課
や
担

当
者
だ
け
で
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
役
場
全
体
で
対
応
で
き
れ

ば
、
も
う
少
し
発
信
も
柔
軟
に
対

応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
観
光
で
の
情
報
発

信
や
関
係
人
口
創
出
へ
の
取
組
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
外
か
ら
の
人
材
が
加

わ
る
こ
と
で
、
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
内
容
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
す
ぐ
に
そ
の
よ
う
な
方

に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
の
で
、
村
と
し
て
も
他
の

自
治
体
で
の
取
組
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
ア
プ
リ
な
ど
新
た
に

活
用
で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
検

討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
の
発
信
も
し
っ
か
り
と
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
す

が
、
村
民
の
皆
様
か
ら
も
自
分
た

ち
の
村
の
魅
力
な
ど
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

村の出来事Topics

800年以上続く伝統行事　八日薬師800年以上続く伝統行事　八日薬師
　1 月８日（月）、河合景徳寺の裏庭において、無形民俗文化財に指定されている伝統行事の八日薬師
「弓矢祭」が古式ゆかしく行われました。
　コロナ禍の影響もあり、実に４年ぶりの開催となりました。
　寒空の下、射手は寒さを物ともしない力強い弓引きを披露しました。
　今年の射手は、禰宜に金岩　奏佑くん、上殿に金岩　佑真くん、下殿に島津江　惣真くん、射返しに
小谷　海くんが選ばれ、見学者が見守る中、30m以上先の的をめがけ弓を引きました。
　矢が的に当たるたびに大きな歓声と拍手が起こりました。

ネギ カミドノ シモドノ ユリカエ

8

広　報 かみきたやま



　
１
月
１０
日（
水
）、役
場
前
駐
車
場
に
お
い
て
、令
和

６
年
上
北
山
村
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
各
地
区
の
消

防
団
員
約
74
名
と
消
防
車
両
７
台
が
参
加
し
、防
火
・

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、国
旗
掲
揚
の
あ

と
、機
械
器
具
の
点
検
及
び
団

員
の
視
閲
が
行
わ
れ
、続
い
て
団

長
訓
辞
、村
長
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
退
団
者
３
名
、新
入
団

員
４
名
の
紹
介
、そ
し
て
消
防

活
動
に
精
励
、尽
力
さ
れ
た
団

員
６
名
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、村
議
会
よ
り
岩
本
議

長
、吉
野
警
察
署
井
澤
署
長
、吉

野
消
防
署
堀
署
長
よ
り
激
励
と

感
謝
の
意
を
表
す
る
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
退
団
者
、新
入
団
員
、表
彰
者

は
次
の
方
々
で
す
。

　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
退
団
者

　西
原
分
団

　
　
団
　
員
　
三
島
　
章
人

　
河
合
分
団

　
　
団
　
員
　
更
谷
　
　
満

　
　
分
団
長
　
北
岡
　
孝
之

■
新
入
団
員

　西
原
分
団

　
　
団
　
員
　
田
上
　
和
希

　
　
団
　
員
　
日
下
　
律
希

　
河
合
分
団

　
　
団
　
員
　
　
川
　
宏
幸

　
白
川
分
団

　
　
団
　
員
　
吉
坂
　
亮
祐

　
１
月
21
日
（
日
）
、
天
川
小

学
校
（
奈
良
県
天
川
村
）
で
、

奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部

連
合
出
初
式
が
行
わ
れ
３
町

６
村
の
消
防
団
員
が
出
席
し
、

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
団

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
の
表
彰
者
は
次
の

方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
奈
良
県
知
事
表
彰

　西
原
分
団

　
　
分
団
長
　
田
垣
内
　
政
信

■
吉
野
警
察
署
長
表
彰

　【
優
良
団
員
】

　
河
合
分
団

　
　
班
　
長
　
福
嶋
　
範
之

　
小
橡
分
団

　
　
団
　
員
　
金
山
　
耕
士

■
団
長
表
彰

　【
精
勤
賞
】

　
西
原
分
団

　
　
団
　
員
　
福
本
　
隆
二

　
白
川
分
団

　
　
班
　
長
　
上
村
　
皆
人

　
小
橡
分
団

　
　
団
　
員
　
真
下
　
修
平

　
　
団
　
員
　
小
谷
　
隆
司

■
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　西
原
分
団

　
　
班
　
長
　
岩
本
　
達
幸

■
奈
良
県
消
防
協
会

　吉
野
支
部
長
表
彰

　西
原
分
団

　
　
団
　
員
　
大
西
　
俊
行

　河
合
分
団

　
　
団
　
員
　
山
室
　
　
仁

■
消
防
庁
長
官
表
彰

　
　
班
　
長
　
福
嶋
　
徹
也

自
治
体
消
防
75
周
年
記
念

第
１６
回
奈
良
県
消
防
大
会

■
奈
良
県
知
事
表
彰

　本
部
分
団

　
　
団
　
長
　
小
松
　
広
一

　
　
副
団
長
　
森
ノ
内
　
圭
治

　西
原
分
団

　
　
団
　
員
　
山
口
　
秋
夫

　河
合
分
団

　
　
部
　
長
　
福
嶋
　
啓
一

　小
橡
分
団

　
　
団
　
員
　
金
山
　
進
英

■
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　河
合
分
団

　
　
班
　
長
　
中
村
　
　
昭

　
　
班
　
長
　
岡
　
　
周
示

　
　
班
　
長
　
福
嶋
　
徹
也

　
　
団
　
員
　
中
谷
　
守
孝

　白
川
分
団

　
　
団
　
員
　
森
ノ
内
　
亮

　小
橡
分
団

　
　
団
　
員
　
畑
中
　
良
治

　
　
団
　
員
　
阪
口
　
英
二
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　Ｑ 

移
住
前
と
変
わ
っ
た
こ
と

　

　は
？

陽
治
さ
ん

　田
舎
な
ら
で
は
か
と

思
い
ま
す
が
、ご
近
所
さ
ん
と
の
お

付
き
合
い
が
深
く
な
り
ま
し
た
。地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
、盛

り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
も
出
て

き
ま
し
た
。

　Ｑ 

移
住
し
て
大
変
だ
っ
た

　こ
と
は
？

羅
那
さ
ん

　今
は
気
に
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
が
、買
い
物
に
行

く
の
が
遠
く
て
、そ
れ
が
大
変
で

し
た
！

　Ｑ 

上
北
山
村
の
第
一
印
象

　

　と
今
の
印
象
は
？

羅
那
さ
ん

　第
一
印
象
は
、静
か
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。で
も
、住
ん

で
み
た
ら
村
の
人
た
ち
は
み
ん
な

活
気
が
あ
る
か
ら
イ
ベ
ン
ト
と
か

賑
や
か
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
！

　Ｑ 

村
内
で
お
気
に
入
り
の

　ス
ポ
ッ
ト
は
？

陽
治
さ
ん
　
ホ
テ
ル
の
温
泉
！

気
持
ち
い
い
で
す
よ
！
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
！

　Ｑ 

移
住
し
て
か
ら
印
象
に

　残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

羅
那
さ
ん

　エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え

る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、村

の
人
た
ち
が
、子
供
の
成
長
を
一

緒
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
は

す
ご
く
嬉
し
い
で
す
し
、励
み
に

も
な
り
ま
す
。大
き
く
な
っ
た
こ

と
と
か
、で
き
る
こ
と
が
増
え
た

こ
と
と
か
声
か
け
て
も
ら
え
る

と
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
ね
！

　Ｑ 
休
日
は
何
を
し
て
過
ご

　し
ま
す
か
？

陽
治
さ
ん

　２
歳
の
息
子
が
散

歩
好
き
な
の
で
、よ
く
散
歩
し
て

い
ま
す
。
見
か
け
た
ら
、ぜ
ひ
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
笑

〜
上
北
山
村
に
縁
あ
っ
て
移
り
住
ま
れ
た
方
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
〜

　Ｑ 

移
住
を
決
め
た
き
っ
か

　け
は
？

陽
治
さ
ん

　転
職
活
動
中
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
見
て
、

村
に
来
て
、雰
囲
気
も
よ
く
住
ん
で

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

生年月日　平成30年12月７日

しま　 づ    え　　　　  このみ

島津江　好美ちゃん

すくすく

お母さんからの一言お母さんからの一言
好美の成長を支えてくださる皆様に感謝を！

これからも好美らしく

笑顔でいてね！

好美の成長を支えてくださる皆様に感謝を！

これからも好美らしく

笑顔でいてね！

次
回
、お
楽
し
み
に
!!

小橡在住
多根井　陽治さん
　　　　 羅那さん
陽治さん／大和高田市出身
　　　　／２０１９年４月移住
羅那さん／鹿児島県出身
　　　　／２０２０年９月移住
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ふるさと納税の状況をお知らせします

税理士による　上北山村・下北山村
合同確定申告相談会のご案内 【無料】

　　令和５年１月から12月までのふるさと納税の納付状況を下記のとおりお知らせします。
　ご寄附いただいたふるさと納税は本村の発展のために大切に使わせていただきます。
　ご寄附いただき心よりお礼申し上げます。

金　　　額

件　　　数

１４，６４６，０００円

９５２件

前年金額

前年件数

１５，８２０，０００円

１，０７０件

◆令和5年1月～12月　寄付金額・寄付件数

メニュー

子育て、教育又は文化の充実に
関する村づくり

３５０件 5，６５２，０００円

産業・観光振興又は自然環境保全、
公衆衛生の向上に関する村づくり

１６０件 １，８７３，０００円

地域医療・福祉・防災の充実に
関する村づくり

１１４件 １，４２６，０００円

村長にお任せ ３２８件 ５，６９５，０００円

件数 寄附金

◆寄附金の活用希望先

◆税理士による上・下北山村合同確定申告相談会

・資産(土地・建物や株式等)の譲渡、贈与税、相続税、山林所得の相談は行いません。

・ご来場の際には、前年分の申告書の控え、決算書・収支内訳書等の控え、源泉徴収票や所得控
除に係る各種証明書など申告書作成に必要な書類、印鑑、還付金振込先の分かるもの等、及び
個人番号カード（又は個人番号通知カードと本人確認書類【運転免許証・健康保険被保険者証
等】）をご持参ください。

・予約不要ですが、混雑状況等によりお待ちいただくことがあります。また、交通事情や天候等に
より、相談開始時間が遅れる場合があります。

日時 ：令和６年2月20日(火)  9時30分～12時、13時～16時
場所 ：上北山村振興センター２階　会議室

【お問合わせ】　役場住民課 TEL 3-0223
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★   

★   

★   

★

吉野税務署からのお知らせ
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場（代表）２－０００１

ワースリビングかみきた
　診療所
（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－００１６

　保健福祉課
　社会福祉協議会

３－０３８０

２－０１２９

教育委員会 ２－００６６

上北山やまゆり学園
２－００２７

やまゆり保育園
２－０２３０

村民総合会館 ３－０３３０

総務課 2－0 0 0 1
企画政策課 2－0 0 0 2
建設課 2－0 0 0 3
住民課 3－0 2 2 3
出納室 9－0 2 0 7
議会事務局 9－0 7 0 3

白川公民館 ３－０１２０

ふるさとふれあい会館
３－０２１８

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

５－２２２７
５－２２５１

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署
２－０００５

５－２４５０

吉野土木事務所
工務第二課 ２－００９８

一般社団法人
ツーリズムかみきた２－０102

関西電力㈱高田営業所
０８００－７７７－８０５１

老後を安心してお過ごしいただくために

　ご自身やご家族のために、相続や資産継承に備えた準備を「どう
すればよいのか、どこに相談すればよいのか分からない」というお
声が少なくありません。
　南都銀行では村民の皆さまへのサービスの一環として、無料でお
悩みのご相談をお受けします。

次のような不安や悩みをお持ちの方は、ぜひお気軽にご相談ください。
　・何から始めていいかわからない
　・資産をスムーズに引き継いでもらいたい
　・老後の生活に不安を抱えている
　・家族に負担を掛けたくない
　・相続でもめるのを防ぎたい　　　　など

お取引の有無に関わらず、どなたでもご利用いただけます。
無料相談をご希望の方は、WEBまたはお電話にてご予約をお願い
いたします。

南都銀行　川上支店　北山支店（共同店舗）
0746-52-0211（平日 9 時～17 時）

奈良県最低賃金奈良県最低賃金

　奈良県最低賃金は正社員のみでなく、パート・アルバイト・

派遣労働者等すべての労働者に適用されます。

生産性の向上に「業務改善助成金」の活用をご検討ください

詳しくは厚生労働省または奈良労働局ホームページをご参照

ください

・賃金引上げ支援（生産性の向上）

→業務改善助成金コールセンター ０１２０－３６６－４４０

奈良労働局賃金室　０７４２－３２－０２０６

中小零細規模の事業者の皆様へ

時間額　９３６円
令和５年１０月１日発効

相続、資産承継などのご相談をお受けします 相談無料

WEB予約は
こちらから
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　過敏性腸症候群とは、検査では異常がないにもかかわらず、下痢や便秘、腹痛などを慢性的に繰り返す病気

です。20～40代に好発し、日本人の約１割がこの病気になるといわれています。

　主な発症原因として、脳腸相関の異常が関与している事が分かっています。脳腸相関とは脳から腸に向かう

信号、そして腸から脳に向かう信号がお互いにバランスを取り合って腸管の運動を整えている状態をいいま

す。

　過敏性腸症候群の患者さんは、その両方向での信号が強過ぎるため、様々なストレスが加わる事で腸の動き

に異常が生じやすく、下痢や便秘を起こしてしまいます。

　特徴として、寝ている時に症状が出る事はまれで、リラックスした休日なども症状が軽減傾向にあり、ストレ

スなどの心理的要因が最も大きく関与していると考えられています。

　確定診断をするためには、同様の症状を来す疾患がないかを調べる必要があります。大腸・小腸疾患、甲状

腺機能異常症、膵臓疾患、寄生虫疾患などを否定する必要があります。

　治療として一番重要なのは「生活習慣の改善」です。心理的ストレス、過度の飲酒、偏食や早食い、睡眠不

足、運動不足など生活習慣の乱れが発症や悪化に大きく関わっていると考えられています。

　二番目に「食事療法」となります。高脂質食、カフェイン類、香辛料を多く含む食品、人工甘味料、乳製品など

は増悪因子となるので控えるのが望ましいです。

　これらで改善しない場合は「薬物療法」となります。薬が著効する場合もありますが、過敏性腸症候群の多

くの方は症状を完全に取ることは難しいようです。予後のよい良性疾患であるので完全に治そうとするので

はなく、生活習慣の改善を中心に、症状をコントロールするように心がけることが大切です。

過敏性腸症候群とは

奈良県医師会

年金だより

※０５０から始まる電話番号でおかけになる場合は０３－６７００－１１６５
　お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご利用ください。

〈受付時間〉月　曜　日　午前８：３０～午後７：００
　　　　　　火～金曜日　午前８：３０～午後５：１５
　　　　　　第２土曜日　午前９：３０～午後４：００

　日本年金機構では、令和５年１月から社会保険に関する情報、通知書を電子送付する

「オンライン事業所年金情報サービス」を開始しています。

　令和６年１月から厚生年金保険料等を口座振替により納付いただいている事業主の方に

郵送している「保険料納入告知書・領収済額通知書」についても電子送付を開始します。

　ぜひ、この機会に「オンライン事業所年金情報サービス」をご利用ください。

TEL：０５７０－０５－１１６５
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●
そ
も
そ
も
免
疫
と
は
？

　
免
疫
と
は
、
体
内
に
侵
入
し

た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃

し
、
自
分
の
身
を
守
る
よ
う
に

備
わ
っ
た
防
御
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
免
疫
に

は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

①
自
然
免
疫

　
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
て

い
る
、
か
ら
だ
が
自
然
に
反
応

す
る
最
初
の
免
疫
で
す
。
唾
液

や
皮
膚
、粘
膜
、く
し
ゃ
み
、涙
、

腸
内
細
菌
な
ど
も
自
然
免
疫
の

ひ
と
つ
で
す
。
か
ら
だ
の
中
に

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
が
入
っ

て
く
る
と
、
攻
撃
し
ま
す
。
白

血
球
の
中
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ

ラ
ー
細
胞
な
ど
が
主
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。

②
獲
得
免
疫

　
同
じ
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
再

び
体
内
に
侵
入
す
る
と
、
過
去

の
感
染
の
経
験
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
り
免
疫
を
記
憶
し
、
す

で
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
免
疫
が

す
ぐ
に
反
応
し
ま
す
。
感
染
し

た
際
に
症
状
を
軽
く
し
た
り
、

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
免
疫
を
下
げ
る
原
因

　
冬
の
季
節
、
体
温
が
下
が
る

こ
と
で
免
疫
細
胞
の
働
き
が
低

下
し
ま
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾

燥
す
る
た
め
自
然
免
疫
で
あ
る

鼻
や
の
ど
の
粘
膜
も
乾
燥
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

●
偏
っ
た
食
事
や
睡
眠
不
足

　な
ど
の
不
規
則
な
生
活

　
免
疫
細
胞
や
抗
体
は
、
た
ん

ぱ
く
質
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

物
質
か
ら
で
き
て
お
り
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
栄
養
素
を
取
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
睡
眠

不
足
は
体
内
時
計
を
狂
わ
せ
、

免
疫
力
低
下
を
招
き
ま
す
。

●
加
齢

　
加
齢
に
よ
り
免
疫
細
胞
は
老

化
し
、
免
疫
機
能
が
低
下
し
ま

す
。
免
疫
力
は
20
代
を
ピ
ー
ク

に
、
40
代
で
は
そ
の
半
分
ま
で

低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
ス
ト
レ
ス

　
過
度
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る

こ
と
で
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
免
疫
力
は
低
下
し
ま

す
。

●
冬
の
生
活
の
中
で

　免
疫
力
ア
ッ
プ
！

①
乾
燥
さ
せ
な
い

　
水
分
摂
取
や
う
が
い
、
マ
ス

ク
の
着
用
で
の
ど
を
保
湿
し
ま

し
ょ
う
。

　
室
内
で
は
加
湿
器
や
濡
れ
タ

オ
ル
な
ど
で
空
気
の
乾
燥
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
か
ら
だ
を
温
め
る

　
衣
服
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。
マ
フ
ラ
ー
や
手
袋
、
腹
巻

な
ど
を
使
用
す
る
と
冷
え
に
く

く
な
り
ま
す
。
マ
フ
ラ
ー
や
手

袋
は
、
出
か
け
る
前
の
室
内
で

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
風
呂
で
は
、
忙
し

い
と
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
に
な
り
や

す
い
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
湯
船

に
浸
か
り
ま
し
ょ
う
。

③
腸
内
環
境
を
整
え
る

　
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
す
こ

と
で
、
免
疫
力
を
高
め
た
り
、

感
染
を
予
防
し
た
り
し
ま
す
。

　
善
玉
菌
は
、
乳
酸
菌
や
食
物

繊
維
を
好
み
ま
す
。
ヨ
ー
グ
ル

ト
や
大
豆
製
品
、
野
菜
な
ど
を

積
極
的
に
摂
る
と
よ
い
で
す
。

●
適
度
な
運
動

　
寒
い
冬
は
家
の
中
に
こ
も
り

が
ち
で
す
が
、
適
度
な
運
動
は

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
に
効
果

的
で
す
。

●
睡
眠
の
質
を
高
め
る

　
朝
は
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き

る
、
寝
酒
を
し
な
い
、
な
る
前

に
ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
の
光
を
浴

び
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　
前
向
き
な
気
持
ち
で
過
ご
す

こ
と
や
、
無
理
せ
ず
休
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
笑
い
は

免
疫
力
を
上
げ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
作
り
笑
い
で

も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
し
た
り
、

好
き
な
も
の
を
見
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

免
疫
ケ
ア
で
冬
の
感
染
症
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を
！
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村のようす

令和6年1月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

２８７（＋１）
４４０（－１）
２２９（－１）
２１１（±０）
274.22k㎡
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場
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Ｐ２
Ｐ３～８
Ｐ８
Ｐ９
Ｐ10
Ｐ11

新年の挨拶……………………………………
令和5年12月定例村議会　一般質問………
村の出来事……………………………………
上北山村消防出初式…………………………
I♥かみきた・すくすく………………………
確定申告相談会・ふるさと納税の状況……

Ｐ12
Ｐ13
Ｐ14
Ｐ15
Ｐ16

吉野税務署からのお知らせ…………………
お知らせ………………………………………
年金だより・奈良健康情報…………………
保健師だより…………………………………
上北山村修学奨励金の貸与について………

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

主な内容

修学奨励金制度の目的
　教育の機会均等を図るため、高等学校、高等専門学校、
大学、大学院及び専修学校に進学もしくは在学する者に修
学奨励金を貸与し、有用な人材を育成することを目的とし
ています。

修学奨励金の貸与額
大学および大学院　　月額25,000円以内
高校および専修学校　月額20,000円以内

貸与の申請について（申請期日令和6年4月15日(月)
　貸与希望の方は、申請用紙等をお渡ししますので、電話
で教育委員会までご連絡ください。

貸与の決定およびその後の手続きについて
　奨学生選考委員会の選考により認められたときは貸与決
定の通知をします。その後、契約書を作成していただき、7
月ごろから貸与開始となります。

償還について
　償還とは、在学期間中に貸与（貸付）を受けた総額を卒
業1年後から返還していただくことです。この償還金は、後
輩の皆さんの修学奨励金として活用されます。なお償還開
始後、本人および保護者が村外に転出する場合は、残額を
即時一括償還しなければなりません。

お問合わせ先　

上北山村教育委員会
TEL.2-0066

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【1月31日】
・県村民税 第4期
・国民健康保険税 第7期
・後期高齢者保険料 第7期
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